
　 「生物多様性」という言葉をみなさんご存知でしょう
か？ 今年の10月には名古屋で生物多様性条約締約国
会議（ＣＯＰ10）が開催されるため、最近新聞やニュー
スでも紹介される機会が増えてきました。
　この生物多様性とは、地球上の生物がバラエティに富
んでいること、複雑で多様な生態系そのものを示す言
葉です。ではなぜ多様性が必要なのでしょうか？たとえ
ば、ある虫が絶滅したとします。するとそれを食べてい
た小鳥が生きていけなくなり、その小鳥を餌としていた
猛禽類がいなくなってしまうでしょう。虫の死骸や鳥の
糞を栄養としていた植物も失われるかもしれません。こ
のような食物連鎖の関係に加え、虫が植物の受粉を助
けるなど全ての生き物は互いに支えあい、つながりあっ
て生きています。
　ところが、地球上の生物種は急激な勢いで減少してい
ます（グラフ参照）。これは飛んでいる飛行機のビスが
抜けるのと同じ事だと指摘されています。ビスの1本2
本が抜けたところで飛行にはあまり影響がありません。

　今年の１０月、生物多様性を守るため、世界中の約１９０カ国が愛知県名古屋市に集まって、生物多様性条約第
１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）が開催されます。あわせて国連は本年２０１０年を国際生物多様性年と定め、世界の
生物多様性の重要性の認知を高めています。
　普段、あまり聞きなれない「生物多様性」という言葉ですが、実は私たちの毎日の生活と密接に関わり合っています。
南長崎でミツバチプロジェクトを展開する鹿島建設は、他社に先駆け鹿島生物多様性行動指針を策定し、生物多様
性の重要性を示すなど、その保全に積極的に取り組んでいます。そこで、中心的な役割を担っている山田順之次長に「生
物多様性」について、わかりやすく解説していただきます。

　豊島区では、自然豊な尾瀬より多くの昆虫や鳥が観察され
る、と聞いたら信じられますか。
　豊島区南大塚で、花に来て

みつ

蜜を吸い花粉を食べている昆虫
や鳥の数を、５年間毎日記録しました。その結果、自然豊な
尾瀬より多くの昆虫や鳥が観察されたのです。
　本当です。尾瀬へは花が咲く５月から９月までのべ19日通っ
て、花に来た昆虫の数を調べました。同じ期間に記録された昆
虫と鳥は、南大塚では観察１時間あたり28.6匹でしたが、尾

瀬ではそれより少ない17.7匹
でした。しかも、花から

みつ

蜜を吸
う鳥は尾瀬では観察されず、
南大塚では4種類も記録され
ました。それに、チョウの仲間
やスズメガの仲間も尾瀬より
種類数が多いのです。
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「昆虫のあつまる花ハンドブック」
「花と昆虫がつくる自然」など著書多数

　何故でしょうか。一つには気候の相違に由来しますが、もう
一つ大切な要因は花の密度の違いです。尾瀬では花の咲く場
所が季節ごとに変わります。しかし南大塚では、四季絶えるこ
となく花が咲くよう、人々が植え替えなどの手入をしています。
こうして、公園や道路沿いに咲く花々の恵みが、昆虫や鳥を
支えているのです。
　このように、区立公園の草木や区民が植えた草花が、町の
中の昆虫や鳥の多様性をまもり「いのちのつながり」の起点
になっているのです。（下）ではそのつながりの一端を見るこ
とにします。

いのちのつながり（上）

ところがそれを放置すると徐々にその周りのビスが緩み
だし、最終的には墜落してしまいます。いまの地球の状
況はビスが抜け続けているこの飛行機と同じです。
　私たち人間も生物界の大きなつながりの中で生きて
います。生物多様性に富む豊かな自然環境を次世代に
残せるように、我々自身がこの問題について考えること
が重要ではないでしょうか。

生物多様性ってなに？

生物多様性とは・・・
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　６月に多くの小学校では、プールの授業を前に清掃を行います。何もしないま
までは、水の中の小さな命たちは流されてしまいます。そこで、清掃前のプール
で子どもたちが小さな命を救うため「ヤゴ救出作戦」が始まったのです。初めは、
保護者の有志が始めた小さな活動ですが、やがて他の学校にも広がっていき、
10年を経た今では区内のほとんどの小学校で取り組まれるようになりました。
　その中の１校、駒込小学校へ「エコのわ」取材チームがお邪魔してきました。
当日は、初夏の陽差しに負けないくらい元気な３年生が、ヤゴ救出にチャレンジし
ました。先生、児童のほかに、ヤゴリーダーやお手伝いの保護者が参加します。
ヤゴリーダーとは、救出作戦を行う学校に派遣され、作戦の指揮をとる区民ボラ
ンティアです。まずは、ヤゴリーダーからヤゴの生態や救出の際の注意事項など
のお話しがあり、いよいよプールへ。
　１人ずつ慎重にハシゴを下りると、水の冷たさに思わず歓声（？）があがります。
全員がプールに入り、網を手にするといよいよ作戦開始！あちらこちらから、「いた
よ！」「ねえ、見て！ヤゴ！」と声が上がり、次々にヤゴが救出されていきます。最初
は恐る恐る手を出していた子どもたちも、慣れるに従って積極的になり、「ヤゴ、
かわいいね！」「オレ、５匹目！」などとうれしそうに報告してくれるようになりました。

　最後はローラー作戦です。子どもたちがプールの片側に集まって一列になり、
端から端へと

ちゅうごし

中腰で歩きながら残ったヤゴを救出します。隣との間をあけず、息
を合わせてみんな最後まで頑張って救出してくれました。プールから上がると、再
びヤゴリーダーのお話。飼育の方法、ヤゴからトンボへ羽化する様子など説明が
あり、みんな真剣に聞き入っていました。無事にトンボになって、空へ飛び立てる
と良いですね。
　この活動は、ヤゴリーダー、保護者、学校、豊島区環境政策課がお互いに協力
し合って、環境学習の一環として行われています。ヤゴの救出を通して、子ども
たちには生き物がすむ身近な環境に気づき、命の大切さ、命のつながりを感じて
ほしい、という思いで毎年続けられています。

プールのヤゴ救出作戦！
　ヤゴってどんな生き物かご存知ですか？プールにヤゴがいるって知っていましたか？
　河川や池など水辺環境の少ない豊島区では、一年中水を張っているプールがヤゴなど昆虫たちの貴重なすみかに
なっているのです。プールの中では様々な生き物がつながりを持っているのです。

　　ミツバチのもたらす恵み
　ハチと聞くと「刺す」、「怖い」といったイメージがありますが、実は、ニホ
ンミツバチは、温和な性格なので捕獲されたりしない限り、刺す可能性はほと
んどありません。ビルや障害物を避けて上空を飛ぶため、飛んでるミツバチと
人間がいきなり出会う可能性は低く、人間との共生が可能なのです。
　ミツバチのもたらす恵みは、ハチミツ、ローヤルゼリー、

みつろう

蜜蝋や蜂の子の採
取と様々ですが、本プロジェクトでは、特に受粉効果に注目しています。周辺
の木々に実がなり、その実を食べる野鳥が集まり、害虫を食べるといった新た
な生き物のつながりが生まれる効果です。さらに、黒い個体を攻撃する習性が
あるため、カラス対策になるともいわれています。
　このように都市部であっても、健全な生態系が再生できる効果が期待されて
います。

　　ミツバチがつなぐまち
　調査などで得た知識や実績は、「生物多様性」に配慮したまちづくりにいか
すほか、子どもたちや地域の皆さまに還元したいと考えています。社宅内の保
育施設で、幼児向けの環境教育を実施したり、昨年８月には採れたハチミツで
初めて「みつばちカフェ」を開催し、近隣の方たちにも参加していただきました。
　このようにミツバチプロジェクトを多くの方に知っていただく機会をつくり、
ミツバチによって、生き物だけでなく、まち全体がつながっていくといいなと
思います。

ミツバチで生物多様性
　豊島区内に社宅を持つ鹿島建設が、その施設内で始めたのは、ニホンミツバチプロジェクト。ミツバチは
環境の良い場所でしか生きることができないナイーブな生き物であるため、都市の環境指標に適しています。建
設会社として「生物多様性」に配慮したまちづくりにいかすため、
また、地域の生態系を守るため、日本在来のニホンミツバチを飼育
し、研究を行っています。今回、このプロジェクトを行っている環境
本部地球環境室の曽根佑太さんにお話しを伺いました。

「みんな、しっかりヤゴを救出してね！」
「はーい！！」
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プールの中では絵のような「食べる・食べられる」の
関係があります。
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息をあわせて、
最後まで頑張って救出してくれました

熱心に聞き入る幼稚園児たち

「ヤゴいたよ！」「ほんとだ！」
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先生「たくさんの生物がいてお互いに関係し
あって命の輪をつくっていくことを子ど
もたちも実際に体感でき、教材にない新
鮮さがあります。」「昆虫などに直に触れ
ることや、そのような場、機会を提供す
ることは授業を聞くことよりも必要なこ
とではないでしょうか。」

保護者「都会にいると、なかなか生
き物にふれあう機会がない
ので、プールに色々な生き物
がいることを知ってもらうの
は重要だと思いました。」

３年生「面白かった！」
「ヤゴの他にも
色んな生き物
がいました。」

３年生「楽しかった。ヤゴかわ
いいです。」

参加した３年生、先生、
お母さんたちに感想を
聞いてみました。
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